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(百万円未満切捨て)

１．2021年３月期第２四半期の連結業績（2020年４月１日～2020年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期第２四半期 28,893 7.3 2,918 89.2 2,921 104.2 2,614 169.7

2020年３月期第２四半期 26,923 △17.2 1,543 △43.2 1,431 △40.8 969 △7.4
(注) 包括利益 2021年３月期第２四半期 2,270百万円( 301.7％) 2020年３月期第２四半期 565百万円( △37.5％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年３月期第２四半期 260.22 258.45

2020年３月期第２四半期 96.80 95.84
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2021年３月期第２四半期 42,873 27,248 57.1

2020年３月期 44,224 25,357 50.7
(参考) 自己資本 2021年３月期第２四半期 24,482百万円 2020年３月期 22,436百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年３月期 － － － 40.00 40.00

2021年３月期 － －

2021年３月期(予想) － 40.00 40.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,000 △12.5 3,200 22.9 3,500 38.7 2,900 146.6 288.63
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有
　

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

除外 １社（社名） 依姿美(南通)服飾有限公司
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年３月期２Ｑ 10,059,400株 2020年３月期 10,041,400株

② 期末自己株式数 2021年３月期２Ｑ 996株 2020年３月期 996株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年３月期２Ｑ 10,047,158株 2020年３月期２Ｑ 10,012,213株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、引き続き新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、景気の停滞

感が鮮明となりました。そのような中、中国においては、個人消費が回復しつつあり、業種・業態により濃淡はある

ものの、経済の復調の兆しが見えます。欧米ではロックダウンの解除により経済正常化の動きが強まりましたが、新

型コロナウイルス感染拡大前の水準にまでは回復しておらず、さらには感染再拡大が懸念されるなど、世界景気の先

行きは依然として不透明な状況にあります。

わが国経済においても、経済活動の再開に伴い、消費喚起のためのさまざまな施策が実施され、景気には持ち直し

の兆しが見られますが、感染の再拡大や長期化への懸念から、個人消費や設備投資といった内需の低迷や、雇用情勢

の悪化等により力強さに欠け、新型コロナウイルス感染拡大前の景気水準に回復するまでには程遠い状況となってお

ります。

当社グループの主要な取引先であるアパレル業界においては、新型コロナウイルス感染症の影響が続き、経済活動

再開後も消費マインドは低調に推移しました。新常態（ニュー・ノーマル）への適応と訴求、販売形態等の違いによ

って、業績に好不調が見られる等、業界全体を通した復調には相応の時間を要するものと思われます。

このような状況の中、当社グループでは、売上高は、新型コロナウイルス感染拡大による需要の急減が、アパレル

市場における過剰在庫をもたらし、既存製品の受注低迷の要因となりましたが、布製マスク等の生産で補いました。

利益は、売上高と同じくコロナ禍の影響があったものの、経費の削減に努めたことで増加しました。

生産の状況といたしましては、コロナ禍におけるアパレル製品需要の急減による受注の減少や、顧客からの様々な

ニーズにフレキシブルに対応するための柔軟な生産体制の整備に努めました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は288億93百万円（前年同期比7.3％増）、営業利益は29億

18百万円（同89.2％増）、経常利益は29億21百万円（同104.2％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、

特別利益として中国での土地使用権と建物の売却に伴う固定資産売却益を計上等したことにより、26億14百万円（同

169.7％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第２四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べて13億51百万円減少し、428億73百万円となりまし

た。主な要因としては、現金及び預金の増加19億95百万円等があったものの、受取手形及び売掛金の減少31億34百万

円等があったことによるものです。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて32億42百万円減少し、156億24百万円となりまし

た。主な要因としては、未払法人税等の増加５億93百万円等があったものの、支払手形及び買掛金の減少22億41百万

円、短期借入金の減少16億21百万円等があったことによるものです。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて18億91百万円増加し、272億48百万円となりま

した。主な要因としては、配当金の支払４億１百万円、為替換算調整勘定の減少１億89百万円等があったものの、親

会社株主に帰属する四半期純利益の計上26億14百万円等があったことによるものです。
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（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、営業活動によるキャッシュ・フロー42億17百万円の

増加、投資活動によるキャッシュ・フロー１億10百万円の増加、財務活動によるキャッシュ・フロー21億８百万円の

減少となった結果、前連結会計年度末に比べて19億91百万円増加し、110億６百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは42億17百万円の増加（前年同期は21億96百万円の増加）となりました。主な

要因としては、仕入債務の減少18億４百万円、法人税等の支払４億54百万円等があったものの、税金等調整前四半期

純利益35億21百万円の計上、売上債権の減少27億71百万円等があったことによるものです。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは１億10百万円の増加（前年同期は７億34百万円の減少）となりました。主な

要因としては、有形固定資産の取得による支出10億31百万円等があったものの、固定資産の売却による収入12億17百

万円等があったことによるものです。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは21億８百万円の減少（前年同期は８億10百万円の減少）となりました。主な

要因としては、短期借入金の純減額15億87百万円、配当金の支払額４億４百万円（非支配株主への配当金の支払額を

含む）、長期借入金の返済による支出１億11百万円等があったことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年３月期の連結業績予想につきましては、2020年11月10日に「業績予想の修正に関するお知らせ」を公表し、

　業績予想を修正しております。現時点において、2020年11月10日に公表しました業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,263 11,259

受取手形及び売掛金 9,954 6,820

商品及び製品 2,210 2,118

仕掛品 4,275 3,986

原材料及び貯蔵品 2,322 2,719

その他 3,095 3,155

貸倒引当金 △10 △8

流動資産合計 31,111 30,049

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,622 5,236

その他（純額） 4,617 4,914

有形固定資産合計 10,240 10,150

無形固定資産

その他 1,457 1,239

無形固定資産合計 1,457 1,239

投資その他の資産

その他 2,984 3,002

貸倒引当金 △1,568 △1,568

投資その他の資産合計 1,415 1,433

固定資産合計 13,113 12,823

資産合計 44,224 42,873
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,928 6,686

短期借入金 2,967 1,345

1年内返済予定の長期借入金 257 291

未払法人税等 433 1,027

賞与引当金 314 297

その他 1,369 1,468

流動負債合計 14,270 11,117

固定負債

長期借入金 3,519 3,373

退職給付に係る負債 350 351

資産除去債務 199 224

その他 528 556

固定負債合計 4,597 4,506

負債合計 18,867 15,624

純資産の部

株主資本

資本金 560 573

資本剰余金 2,525 2,538

利益剰余金 18,642 20,854

自己株式 △2 △2

株主資本合計 21,726 23,963

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 16 13

為替換算調整勘定 730 540

退職給付に係る調整累計額 △37 △35

その他の包括利益累計額合計 709 519

非支配株主持分 2,921 2,765

純資産合計 25,357 27,248

負債純資産合計 44,224 42,873
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 26,923 28,893

売上原価 23,167 23,890

売上総利益 3,756 5,002

販売費及び一般管理費 2,213 2,084

営業利益 1,543 2,918

営業外収益

受取利息及び配当金 37 10

為替差益 － 12

持分法による投資利益 32 41

その他 93 80

営業外収益合計 164 145

営業外費用

支払利息 75 67

為替差損 156 －

貸倒引当金繰入額 － 47

その他 43 26

営業外費用合計 275 142

経常利益 1,431 2,921

特別利益

固定資産売却益 － 669

特別利益合計 － 669

特別損失

関係会社清算損 － 70

特別損失合計 － 70

税金等調整前四半期純利益 1,431 3,521

法人税等 348 991

四半期純利益 1,082 2,529

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

113 △84

親会社株主に帰属する四半期純利益 969 2,614
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益 1,082 2,529

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2 △2

為替換算調整勘定 △502 △245

退職給付に係る調整額 0 3

持分法適用会社に対する持分相当額 △13 △13

その他の包括利益合計 △517 △258

四半期包括利益 565 2,270

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 507 2,423

非支配株主に係る四半期包括利益 58 △152
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,431 3,521

減価償却費 677 626

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 20

賞与引当金の増減額（△は減少） △62 △9

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 11 13

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △0 －

受取利息及び受取配当金 △37 △10

持分法による投資損益（△は益） △32 △41

支払利息 75 67

為替差損益（△は益） 26 70

固定資産売却損益（△は益） － △669

関係会社清算損益（△は益） － 70

売上債権の増減額（△は増加） 2,116 2,771

たな卸資産の増減額（△は増加） △254 △152

仕入債務の増減額（△は減少） △307 △1,804

未払金の増減額（△は減少） △306 14

その他 △388 135

小計 2,950 4,622

利息及び配当金の受取額 37 10

利息の支払額 △71 △60

補助金の受取額 － 98

解約違約金の支払額 △129 －

法人税等の支払額 △589 △454

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,196 4,217

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △6 △6

定期預金の払戻による収入 11 2

有形固定資産の取得による支出 △693 △1,031

無形固定資産の取得による支出 △20 △10

投資有価証券の売却による収入 43 －

貸付けによる支出 △33 △47

固定資産の売却による収入 － 1,217

その他 △36 △12

投資活動によるキャッシュ・フロー △734 110
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △130 △1,587

長期借入金の返済による支出 △76 △111

株式の発行による収入 19 19

配当金の支払額 △499 △401

非支配株主への配当金の支払額 △93 △3

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △28 △24

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △810 △2,108

現金及び現金同等物に係る換算差額 △191 △227

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 458 1,991

現金及び現金同等物の期首残高 8,491 9,014

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,950 11,006
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

新型コロナウィルス感染症の影響で、外出自粛及び休業要請により店舗における衣料品販売が大幅に減少し、

経済活動再開後も、消費マインドの回復までには至っていない等、アパレル業界は依然として厳しい業界環境を

余儀なくされております。

　先行きは不透明ですが、当四半期連結会計期間の末日現在において入手可能な情報に基づき、当連結会計年度

中はその影響が継続し、その後は緩やかに回復していくと仮定して、貸倒引当金及び固定資産の減損会計等の会

計上の見積りを行っております。

　なお、これらの見積りには不確実性があり、新型コロナウイルス感染症の状況や経済への影響が変化した場合

には損失額が増減する可能性があります。

　


